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る共通変数項目における分布

ト） 

 

 

①欠測値を無視した比較

 性別

 配偶者の有無

資料 3：同時期に実施された国民生活基礎調査との共通変数における回答の分布

資料 3-1：同時期（平成

る共通変数項目における分布

 

欠測値を無視した比較

性別 

配偶者の有無

：同時期に実施された国民生活基礎調査との共通変数における回答の分布

同時期（平成 22

る共通変数項目における分布

欠測値を無視した比較 

配偶者の有無 

：同時期に実施された国民生活基礎調査との共通変数における回答の分布

22 年）に実施された中高年者縦断調査と国民生活基礎調査におけ

る共通変数項目における分布（グラフの縦軸は，それぞれの調査における回答のパーセン
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：同時期に実施された国民生活基礎調査との共通変数における回答の分布

年）に実施された中高年者縦断調査と国民生活基礎調査におけ

（グラフの縦軸は，それぞれの調査における回答のパーセン

：同時期に実施された国民生活基礎調査との共通変数における回答の分布

年）に実施された中高年者縦断調査と国民生活基礎調査におけ

（グラフの縦軸は，それぞれの調査における回答のパーセン

：同時期に実施された国民生活基礎調査との共通変数における回答の分布

年）に実施された中高年者縦断調査と国民生活基礎調査におけ

（グラフの縦軸は，それぞれの調査における回答のパーセン

：同時期に実施された国民生活基礎調査との共通変数における回答の分布 

年）に実施された中高年者縦断調査と国民生活基礎調査におけ

（グラフの縦軸は，それぞれの調査における回答のパーセン

年）に実施された中高年者縦断調査と国民生活基礎調査におけ

（グラフの縦軸は，それぞれの調査における回答のパーセン
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 就業日数

 住居種類

 

就業日数（単位：日）

住居種類 

 

（単位：日） 
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 別居している子どもの有無

 仕事の有無

 

別居している子どもの有無

仕事の有無 

 

別居している子どもの有無

 

 

別居している子どもの有無 
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 職業の分類

 就業形態

 

職業の分類 

就業形態 
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 就業希望の有無就業希望の有無就業希望の有無 
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②欠測をカテゴリとした比較

 

 性別は欠測なし

 配偶者の有無

 

欠測をカテゴリとした比較

性別は欠測なし

配偶者の有無

 

欠測をカテゴリとした比較

性別は欠測なし 

配偶者の有無 

 

欠測をカテゴリとした比較 
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 就業日数

 住居種類

 

就業日数（単位：日）

住居種類 

 

（単位：日） 
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 別居している子どもの有無

 仕事の有無

 

別居している子どもの有無

仕事の有無 

 

別居している子どもの有無

 

 

別居している子どもの有無 
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 職業の分類

 就業形態

 

職業の分類 

就業形態 
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 就業希望の有無

 

 

就業希望の有無

 

 

就業希望の有無 
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資料

おける共通変数項目における分布

セント）

 

 国民生活基礎調査の集団から

まれの子供がいる）を抽出した場合





 

 

資料 3-2：同時期（平成

おける共通変数項目における分布

セント） 

国民生活基礎調査の集団から

まれの子供がいる）を抽出した場合

 父親の就業形態

 母親の就業形態

 

：同時期（平成 22年）に実施された

おける共通変数項目における分布

国民生活基礎調査の集団から

まれの子供がいる）を抽出した場合

父親の就業形態 

母親の就業形態 

 

年）に実施された

おける共通変数項目における分布（グラフの縦軸は，それぞれの調査における回答のパー

国民生活基礎調査の集団から 21 世紀出生児縦断調査の対象（平成

まれの子供がいる）を抽出した場合
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年）に実施された 21世紀出生児縦断調査と国民生活基礎調査に

（グラフの縦軸は，それぞれの調査における回答のパー

世紀出生児縦断調査の対象（平成

まれの子供がいる）を抽出した場合 

世紀出生児縦断調査と国民生活基礎調査に

（グラフの縦軸は，それぞれの調査における回答のパー

世紀出生児縦断調査の対象（平成

世紀出生児縦断調査と国民生活基礎調査に

（グラフの縦軸は，それぞれの調査における回答のパー

世紀出生児縦断調査の対象（平成 13

世紀出生児縦断調査と国民生活基礎調査に

（グラフの縦軸は，それぞれの調査における回答のパー

13 年 1 月，7

世紀出生児縦断調査と国民生活基礎調査に

（グラフの縦軸は，それぞれの調査における回答のパー

7 月生

 

 



 

 国民生活基礎調査の集団から子どもがいるすべての人を抽出した場合





 

 

国民生活基礎調査の集団から子どもがいるすべての人を抽出した場合

 父親の就業形態

 母親の就業形態

 

国民生活基礎調査の集団から子どもがいるすべての人を抽出した場合

父親の就業形態 

母親の就業形態 

 

国民生活基礎調査の集団から子どもがいるすべての人を抽出した場合
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国民生活基礎調査の集団から子どもがいるすべての人を抽出した場合国民生活基礎調査の集団から子どもがいるすべての人を抽出した場合国民生活基礎調査の集団から子どもがいるすべての人を抽出した場合国民生活基礎調査の集団から子どもがいるすべての人を抽出した場合 

 

 



 

 国民生活基礎調査の集団をすべて使用した場合





 

国民生活基礎調査の集団をすべて使用した場合

 男性の就業形態

 女性の就業形態

国民生活基礎調査の集団をすべて使用した場合

男性の就業形態 

女性の就業形態 

国民生活基礎調査の集団をすべて使用した場合
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国民生活基礎調査の集団をすべて使用した場合国民生活基礎調査の集団をすべて使用した場合 

 

 


